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主  論  文 
 
Photodynamic Therapy using a novel glucose-conjugated chlorin increases 
apoptosis of cholangiocellular carcinoma in comparison with talaporfin sodium. 
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③糖鎖連結クロリン-PDT(G-PDT)と Talaporfin Na-PDT(L-PDT)の IC50 の検討 
 
(2)細胞死の検出 
IC50 で の 濃 度 の 糖 鎖 連 結 ク ロ リ ン （ 2.02μg/ml(1.16μM) ）、 Talaporfin Na
（4.14μg/ml(5.17μM)） を用いて PDT（5J/cm2）を施行し、FITC-Annexin V、Ethidium 








ヌードマウス(BALB/cANcrj nu/nu)の背部に NOZ 細胞を皮下移植。腫瘍 volume が 100mm3にな
ったところで経静脈的に Talaporfin Na、糖鎖連結クロリンを 6.25μmol/kg 投与し４時間後
に PDT を施行（光エネルギー：37.5J/cm2）。PDT 前、PDT 後１、３、５、７日目に腫瘍 volume
（mm3）を測定し細胞増殖率を control 群、G-PDT 群、L-PDT 群間で比較した。 
 








③光エネルギー5J/cm2での糖鎖連結クロリンと Talaporfin Na を用いた PDT での IC50 を比較
検討 










G-PDT では 92.6%であり、L-PDT では 38.9%であり、糖鎖連結クロリン PDT の方がアポトーシ
ス誘導効果は高いことがわかった。 
＜In vivo＞ 
腫瘍量で比較すると、Control 群に比べて G-PDT 群、L-PDT 群の方が明らかに増殖は抑制され
ていた。増殖率で見てみると、day3,5,7 では明らかに control 群より G-PDT、L-PDT 群の方
が抑制されていた(p<0.01)。また、day7 をみてみると、明らかに L-PDT より G-PDT の方が増
殖率は低く抑えられていた（p<0.05）。 
 
考   察 





今後 PDT 療法を有効な治療として確立していくためには、糖鎖連結クロリンを用いた PDT
での副作用である光線過敏症の検討や化学療法と併用での効果を検討していく必要がある。 
